
  

李登輝氏、来月訪日で中国の反発必至 

 台湾の李登輝前総統（８３）の事務所は１９日、前総統が「純粋に観光、文化交流を目的」と

して９月１２日から１７日まで訪日すると発表した。李氏を「台湾独立勢力の代表的な人物」と

みる中国政府の反発は必至だ。 

 日本の外交筋は李氏訪日について「政治目的ではなく反対する理由はない」としており、一

般の台湾人観光客と同様に査証（ビザ）なしの渡航を認めるとみられる。 

 李氏は今年５月、日光や松島など松尾芭蕉の「奥の細道」ゆかりの地を約２週間訪問する

計画だったが、３月と４月に肺結核で入院し、訪問を延期していた。 

 「身体的にきつい」（李氏）として日程は６日間に短縮。李氏の事務所は「詳細な日程は調整

中」としている。 

 李氏はこのほど、一部日本メディアの取材に対し「訪日中に機会があれば『日本の教育とわ

たし』をテーマに講演したい」と述べ、日本での初の講演に意欲を示した。 

 李氏は戦前、京都帝大（現京大）で学んだ親日家で、日本語が堪能。０１年４月、心臓病治

療のため約１６年ぶりに訪日。０４年末に再び日本を訪れ、名古屋、金沢、京都などを観光し

た。 
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